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これまでの流れ

神辺駅周辺のにぎわい創出協議会とかんなべ未来会議の開催状況
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第１回WS ２０２４.９.８

第２回WS ２０２４.１０.６

コミュニケーションの場（自己紹介）、神辺の自慢、
おすすめの過ごし方について意見交換

神辺のまちの未来の姿（やってみたいこと）、地図
への落とし込み、雲南市事例紹介

第３回WS ２０２４.１２.１５

ビジョンイラストラフ画に対する意見交換、
キャッチコピー検討

第１回協議会 ２０２４.７.４
議題：趣旨説明、意見交換
（神辺の⾧所・短所、神辺駅周辺の範囲、
めざすにぎわい、大切にしてきたこと）
⇒神辺らしさは大切にしていこう

第２回協議会 ２０２４.１１.２８

議題：ビジョンイラスト（ラフ画）に対する意見

第３回協議会 ２０２５.２.２７
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ビジョン説明

ラフ画

イラスト
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その他の取組について

川南エリアの情報発信 座談会

シンポジウムの開催
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・それぞれの年代がまちに集うことが第一歩であり、こどもたちがまちづくりに関わることが重要。
・将来の当事者を育てる⾧期的な視点を持つことが大切。
・地元の人々が主体となってまちづくりに取り組むことも重要である。

マルシェ

実施日：２０２５年（令和７年）１月２２日（水）１９時～２０時３０分
参加者：５８人（会場参加４７人、オンライン参加１１人）
登壇者：講師 西村浩さん（株式会社ワークヴィジョンズ）

トークセッション 西村浩さん、藤井利彦さん（株式会社明和）
藤岡莉沙さん（そらやLandscape)、石井麻美（キタマチDiary編集部）

・人口減少時代におけるまちづくりのポイントは「人気のあるまちにすること」
⇒そのために日常生活の質を高めることが大切

・小規模な社会実験を繰り返しながら、失敗を恐れずに改善していく姿勢が必要
⇒小さな範囲から徐々に拡大していく玉ねぎの皮のような戦法がよい

まちづくりにおいては、地域の人々が愛着を持てる仕組みづくりが重要。
こどもたちが楽しい思い出を作れるまちにすることで、将来的に「帰っ
てきたいまち」をめざす意識が共有された。

まちづくり

取組方法

トークセッション



その他の取組について

川南エリアの情報発信 座談会

車座トーク（神辺）の開催
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マルシェ

実施日：２０２５年（令和７年）１月２４日（金）１９時～２０時４５分
参加者：１３人

・まちづくりを行う団体はたくさんあるが、一堂に会する機会はなかなかない
・神辺駅の東側は、歴史、文化、伝統ある神辺の核心。こうした町並みをどう保存していく
かは、住民として考えるべき１つの大事なポイント。
・西側は、これからのまちづくりということで、経済、商業、人が集ってくる。人口減少社
会でも、神辺がにぎわうような地域になることが望みである。
・ハードを作ることは行政の役割のひとつだが、我々の役割はまさにソフトを作ること、
心を伝えること。皆さんとともに、神辺のこれからを議論していきたい。

地域代表者

市⾧

・議論の視点は神辺駅周辺エリアに限定する必要はない。協議会や未来会議の議論をどんど
ん広げていっていただきたい。
・地域の拠点づくりの先頭を切って、いい取組を打ち出していただけるように、我々も一緒
に汗をかきながら進めていく

詳しくは福山市 地域拠点形成推進課のホームページに掲載してあります。



その他の取組について

川南エリアの情報発信 座談会

未来会議参加者の活動
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マルシェ

実施日：２０２５年（令和７年）２月９日（日） 参加者：９人
雲南市チャレンジバレーの説明
ショッピングリハビリやプログラミング教室を立ち上げられた事業者の話を伺う etc

まち歩きマップを作成し観光客が訪れるまちにしたいとの思いを実現する一歩として、マッ
プの作成を未来会議参加者で有志を募り取り組む

マップの目的は？対象は？既存のマップがあるのでは？などを議論し、最初から完璧なもの
をめざすのではなく、作成過程の情報発信も含めてブラッシュアップする前提とする

今後はまちを歩き、まちで気になったポイントをチェックしマップに載せる候補とする予定

チャレンジする人が集まってくる雲南市の視察

神辺の観光Ｍａｐ作成の取組

自分のやりたいことを実行に移してみよう ➡ どうしたらよいのか分からない
やりたいことの解像度が低いことが一つの要因

➡「チャレンジしてみよう」という意志を尊重する/応援する風土があったことで、やって
みたいことを気軽に話せる雰囲気があり多くのプレイヤーが集まる。現在では、お互いに
やってみたいことを話し合い実現につなげていく好循環ができてきていた。



その他の取組について

第39号
12月25日発行

情報発信

1月28日 3月9日

座談会

公共空間の活用
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地域密着型情報誌（キタマチDiary）と連携した社会基盤整備の進む川南エリアの情報発信と公共空間の利
活用を通じて、日常的に利活用される公園になるよう取り組んでいただける方の参画につなげる。

マルシェ

第40号
2月25日発行

情報発信


